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チ シマザ クラ(実)な どが見 られ る。林床 で はチ

シマ ザサが疎 生 し、 ツ ルシキ ミ(実)、 オオバ ス

ノキ(花)、 ホツツ ジ(蕾)、 ミヤマ マ タタビ、 ミ

ヤマハ ンシ ョウヅルな どの低 木 ・つ る植物 と、エ

ゾオオサ クラソウ、エ ゾ ノイワハ タザ オ、 ヒエ ス

ゲ、 シ ョウ ジ ョウバ カマ(以 上、実)、 セ イ タカ

スズ ムシソウ、ヤマ ブキ シ ョウマ、 アキ カラマ ツ

(以 上 、花)、 クルマ ユ リ、 ツ リガネニ ン ジン、

ミヤマ ナルコユ リ、 トウゲブキ、 ミヤマ ワラビ、

ナ ラ イシ ダな どの草 本 が比 較 的豊 富 に認 め られ

る。山頂 に近づ き林床 に岩が露 出 して くるにつれ

て、マ ルバ キ ンレイカ、 ホ ソバ ヒカゲスゲ、 ダイ

モ ンジソウ、ウ シノケグサ な どの草本類(岩 隙 ・

岩礫地 植物)が 出現 し始 める。

山頂 付近 に新 第三紀 安山岩 の柱状節 理が発達 し

た小規模 な崖地が ある。 この崖地 には、 イワキ ン

バイ、 ミヤマ アズマギ ク、 レブ ンサ イコ、エ ゾヤ

マ コ ウボ ウ(以 上 、花)、 ミヤマハ タザ オ、 ヒメ

スゲ(以 上 、実)、 アサ ギ リソウ、チ ャボ カラマツ、

カワラボウ フウ、キ ジム シロ、エ ゾキ リンソウ、

ヒモ カズラ、 タカネノガ リヤスな どの草本類 と、

エ ゾシモ ツケ、 コケモモ、 ハイマ ツな どの若干 の

低木類 が生育 している。 これ らは、低い標高 に出

現 した高山植物、 また は崖地 に特 徴:的な岩隙 ・岩

礫地植物 であ る。

黄金 山は、近隣 の暑寒 別山塊 や樺戸 山地 と とも

に、植物 地理学(植 物 の分布)の 上 で重要な山岳

であ る。 山麓 には、道南 か らこの地域 に隔離分布

する イカ リソウや、道南 か ら日本海側 を北上 して

ほぼ北 限 となるサ ワフ タギな どが見 られる。一方、

山頂 の崖 地 で は比較 的多 数 の高 山 植物 が見 られ

る。 この よ うな特色 を持つ植物相 とそれ らを包 含

す る植生(植 物群落)が 永久 に残 されるべ きで あ

る。 しか しなが ら、黄 金山 を含 むこの地域 は、 な

お植物 の研 究が不十分 であ り、あ ち らこちらで リ

ゾー ト開発 が話題 になっている。会員 の方 々 には、

単 に植物名 を知るだ けで はな く、各地域 の特色 あ

る植物(植 物相 また は植生)に 関 して保護 と開 発

の問題 に厳 しい眼 を向け続 けて頂 きたい と考 えて

いる。

原 松次先生

金 上 由 紀

原 先生 に、幼 い頃 は どんな少年だ ったのか とお

尋 ね したこ とがある。す る と先 生 は 「僕 は臆病 で

してね。女 の クサ ッタ奴 といわれ たこ ともある よ」

と、瓢 々 と答 え られたので 、一 同大笑 いになった

が、その内気 な松次 少年が採集 した植物 で胴乱 を

を一杯 に して 、牧野富 太郎先生宅 を訪ねる と、牧

野先生 は縁側 に新 聞紙 を広 げ…点一点 丁寧 に教 え

て下 さった とい う。今 も忘れ られない思 い出だ そ

うだ。 A

花 の名 を知 る喜 び には恋 に似 た と きめ きがあ

る。 「これなあ に」 と問 えばた ち どころ に教 えて

いただ ける原 先生 との花散歩 は、す ばら しい映画

を見終 った時 のよ うな余韻 がいつ まで も残 る。 同

じ花の名 を幾度 聞 き返 して も決 して嫌な顔 をされ

ない寛 大な原先生 だが、御 自身には実 に厳 しく、

僅:かな衰 えを理 由に全ての フ ラワー ガイ ドを昨年

で辞 めて しまわれ た。 目下 幾 冊 もの フ ィー ル ド

ノー トの整理 に没頭 されて いる。た った一人 で『北

海道植物 図鑑』を作 る決心 を されてか らの10年 は、

50ccの バ イクで全道 を駆 け回 り、我 なが らよ く勉

強 した と思 われる程熱 中 された とい う。

私 も又意気地 のない子 ど もであ ったが、今 も最

大の喜 びを突然 断 ち切 られて、一入で森 にわけ入

る情熱 も勇気 も持 てない ま ま、只途方に暮れ てい

る。,.
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